
　3月 31日から4月 8日まで、県立農業大
学校周辺で桜まつりが行われました。
　期間中は、夜6時から9時まで桜のライト
アップが行われ、昼間見る桜と違い幻想的な
雰囲気の中多くの方が夜桜見物を楽しんでい
ました。

桜まつり（４月２日）

『文字放送』　　　（石井有線テレビ）　毎日
『石井町政だより』（徳島新聞）　　　　毎月第3火曜日
『ホームページ』　　http://www.town.ishii.lg.jp/

総　数　26,928 人・男　12,840 人・女　14,088 人・世帯数 9,369 世帯　平成 19 年 4 月 1 日現在

石井町の広報

町民のうごき

議会だより
お知らせ
後期高齢者医療・緊急地震速報

健康メモ
ふれあい広場
国民文化祭
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平
成
19
年
第
１
回
定
例

町
議
会
を
３
月
９
日
か
ら

３
月
20
日
ま
で
の
12
日
間

の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
に
お
き
ま
し
て
は
、

近
年
の
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

一
般
行
政
経
費
の
節
減
合
理
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財

源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分

を
行
い
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
起

債
措
置
と
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど

に
よ
り
、
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま

し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
一
般
会

計
予
算

　
予
算
の
総
額

表
１
の
と
お
り

　
主
な
歳
出
の
内
容　

表
２
の
と
お
り

　
主
な
歳
入
の
内
容

⃝
町
債　

二
億
五
、
〇
〇
〇
万
円

⃝
町
税　

　

二
五
億
八
、
五
八
九
万
八
千
円

⃝
地
方
交
付
税　
　
　

一
八
億
円

⃝
地
方
譲
与
税

　
　
　
　
　
　

一
億
九
〇
〇
万
円

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

表
１
の
と
お
り

　
主
な
歳
出
の
内
容

⃝
総
務
費 

七
、六
七
一
万
四
千
円

⃝
保
険
給
付
費

　

一
七
億
三
、
四
八
三
万
六
千
円

⃝
老
人
保
健
拠
出
金

　
　
　
　
　

四
億
九
八
万
九
千
円

　

主
な
歳
入
の
内
容

⃝
国
民
健
康
保
険
税

　
　

七
億
五
、
六
〇
七
万
六
千
円

⃝
国
庫
支
出
金

　
　

七
億
二
、
四
四
四
万
六
千
円

⃝
療
養
給
付
費
等
交
付
金

　
　
　
　

四
億
九
、
六
八
〇
万
円

⃝
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　

二
億
一
、
六
三
九
〇
万
円

⃝
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　

一
億
一
、
〇
〇
〇
万
円

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
老
人
保

健
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

表
１
の
と
お
り

　

主
な
歳
出
の
内
容

⃝
医
療
諸
費

　

三
〇
億
九
、
四
九
四
万
七
千
円

　
主
な
歳
入
の
内
容

⃝
支
払
基
金
交
付
金

　

一
五
億
八
、
三
〇
七
万
五
千
円

⃝
国
庫
支
出
金

　
　

一
〇
億
七
九
一
万
円
五
千
円

⃝
一
般
会
計
繰
入
金

　
　

二
億
五
、
七
〇
二
万
四
千
円

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予

算
　

予
算
の
総
額

表
１
の
と
お
り

　

主
な
歳
出
の
内
容

⃝
公
債
費

　
　
　
　

一
、
五
一
二
万
二
千
円

議
会
だ
よ
り

当　

初　

予　

算

会　計　名 予算の総額（千円） 前年度比
一般会計 7,250,000 0.7%増
国民健康保険特別会計 2,776,287 14.8%増
老人保健特別会計 3,100,000 1.3%増
住宅新築資金等貸付事
業特別会計 15,635 40.2％減

給与集中管理特別会計 1,469,981 2.1%減
介護保険特別会計 1,921,918 3.6%増

水道事業会計
（※注１）

収
益
的

収入 497,456 0.02%増
支出 469,233 3.7%減

資
本
的

収入 19,300 増減なし
支出 164,246 0.5%増

《表１》　　　平成１９年度各会計別当初予算

※注１　資本的収支の差し引き不足額は、当年度分損益勘定
　　　　留保資金、減債積立金で補てん

《表２》　　　平成１９年度一般会計主な歳出（単位：千円）

区　分 主 な 事 務 事 業 名 予算額
議会費 議員報酬及び期末手当 61,426

民生費
国民健康保険・老人保健・介護保険・
住宅新築資金等貸付事業の各特別
会計繰出金

820,557

衛生費

し尿処理施設管理費 138,779
一般廃棄物最終処分場施設管理費 147,492
一般廃棄物収集運搬業務委託料 94,500
塵芥処理事業 76,307
溶融炉調査研究事業 2,088
保健事業費 69,101

農林水
産業費

県単土地改良事業 10,001
地籍調査事業 10,216

土木費

町道高原３３号線改良事業 100,010
石井駅・山路線街路新設事業 46,192
町道新設改良事業 41,732
道路維持修繕事業 14,700
河川等新設改良事業 14,000
木造住宅耐震関係事業 20,700

消防費 名西消防組合負担金 324,464
教育費 いしいドーム運営管理事業 147,558

学校給食賄い材料・燃料費 91,157
公債費 公債費 1,085,064
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主
な
歳
入
の
内
容

⃝
貸
付
金
元
利
収
入

　
　
　
　
　
　

一
、
二
〇
〇
万
円

⃝
県
支
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
〇
万
円

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
給
与
集

中
管
理
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

表
１
の
と
お
り

　
歳
出
の
内
容

⃝
給
与
費

　

一
四
億
六
、
九
九
八
万
一
千
円

　
歳
入
の
内
容

⃝
給
与
振
替
収
入

　

一
四
億
六
、
九
九
八
万
一
千
円

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額

表
１
の
と
お
り

　
主
な
歳
出
の
内
容

⃝
総
務
費　

　
　
　
　

八
、
五
四
九
万
二
千
円

⃝
保
険
給
付
費　

　
　
　

一
八
億
八
九
一
万
一
千
円

⃝
地
域
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　

一
、
九
六
三
万
円

　
主
な
歳
入
の
内
容

⃝
介
護
保
険
料　

　
　
　
　

三
億
一
、
八
一
六
万
円

⃝
国
庫
支
出
金

　
　

四
億
一
、
五
四
七
万
四
千
円

⃝
県
支
出
金

　
　

二
億
七
、
二
二
三
万
三
千
円

⃝
支
払
基
金
交
付
金

　
　

五
億
六
、
三
一
五
万
二
千
円

⃝
一
般
会
計
繰
入
金

　
　

三
億
四
、
五
三
一
万
一
千
円

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
水
道
事

業
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額

表
１
の
と
お
り

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

　
補
正
額

△
二
億
六
、
五
一
四
万
三
千
円

　
予
算
の
総
額

七
五
億
二
、
八
七
七
万
六
千
円

　
主
な
歳
出
の
内
容

⃝
塵
芥
焼
却
施
設
修
繕
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇
〇
万
円

⃝
石
井
町
老
人
保
健
特
別
会
計
繰

出
金　

△
一
、
六
七
八
万
五
千
円

⃝
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　

　
　
　

△
九
、
六
七
九
万
五
千
円

⃝
石
井
駅
山
路
線
街
路
新
設
事
業

　
　
　
　
　

△
七
八
一
万
三
千
円

⃝
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

　
　
　
　
　

△
一
、
八
五
六
万
円

　
主
な
歳
入
の
内
容

⃝
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

　
　
　
　
　
　

一
、
二
〇
〇
万
円

⃝
地
方
交
付
税　

　
　
　
　

五
、
〇
四
七
万
三
千
円

⃝
県
支
出
金　

　
　
　

△
二
、
四
〇
三
万
五
千
円

⃝
繰
入
金　

　

△
二
億
七
、
七
六
四
万
八
千
円

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

四
号
）

　
補
正
額

△
三
、
七
二
〇
万
七
千
円

　
予
算
の
総
額

二
七
億
一
、
四
九
四
万
円

　
主
な
歳
出
の
内
容

⃝
一
般
被
保
険
者
診
療
報
酬
給
付

費　
　
　
　

△
二
、
〇
〇
〇
万
円

　
主
な
歳
入
の
内
容

⃝
県
支
出
金

　
　
　

△
二
、
六
九
四
万
九
千
円

⃝
共
同
事
業
交
付
金

　
　
　

△
一
、
五
六
六
万
三
千
円

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）

　

前
年
度
決
算
に
伴
う
、
国
、
県
、

支
払
基
金
及
び
一
般
会
計
繰
入
金

の
確
定
に
よ
る
予
算
の
組
み
替
え

を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

　
補
正
額

五
七
万
一
千
円

　
予
算
の
総
額

二
、
六
七
〇
万
五
千
円

　
主
な
歳
出
の
内
容

⃝
繰
上
償
還
金
元
金
償
還
金

　
　
　
　
　
　
　

八
八
万
二
千
円

　
主
な
歳
入
の
内
容

⃝
前
年
度
繰
越
金

　
　
　
　
　
　

四
〇
九
万
六
千
円

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
給
与
集

中
管
理
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）

　
補
正
額

△
七
〇
万
六
千
円

　
予
算
の
総
額

一
四
億
四
、
三
四
四
万
一
千
円

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）

　
補
正
額

△
一
億
八
、
八
五
七
万
四
千
円

　
予
算
の
総
額

一
九
億
八
、
七
五
〇
万
円

　
主
な
歳
出
の
内
容

⃝
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　
　
　

△
四
、
二
〇
〇
万
円

⃝
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　
　
　

△
五
、
七
〇
〇
万
円

　
主
な
歳
入
の
内
容

⃝
繰
入
金

　
　
　

△
九
、
六
七
九
万
五
千
円

⃝
国
庫
支
出
金

　
　
　
　
　

△
三
、
九
一
二
万
円

⃝
支
払
基
金
交
付
金

　
　
　

△
五
、
三
七
七
万
八
千
円

●
石
井
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
石
井
町

副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
た
め
本

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
改
正
ま

た
は
廃
止
す
る
必
要
の
あ
る
条
例

を
整
理
す
る
た
め
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

●
石
井
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育

長
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
お
け

る
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の

給
料
に
つ
い
て
、
一
定
の
割
合
を

減
じ
て
支
給
す
る
た
め
本
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

補  

正  

予  

算

条 

例 

の 

制 

定
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●
石
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
及
び
徳
島
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
、
扶
養
手

当
及
び
管
理
職
手
当
の
支
給
に
関

す
る
規
定
を
改
定
す
る
た
め
本
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税

額
の
限
度
額
53
万
円
を
56
万
円
に

改
正
す
る
た
め
本
条
例
を
改
正
し

ま
し
た
。

●
石
井
町
児
童
生
徒
生
活
指
導
員

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

生
活
指
導
員
の
定
数
１
人
を
２

人
以
内
と
し
、
勤
務
時
間
の
規
定

を
改
正
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
定
数
が
増
員
と

な
っ
た
の
で
、
新
た
に
清
重
弘
子

氏
を
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し

て
推
薦
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

●
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

新
た
に
町
道
と
す
る
路
線
を
認

定
す
る
た
め
、
道
路
法
第
八
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議

決
を
得
ま
し
た
。

●
町
道
の
変
更
に
つ
い
て

　

町
道
天
神
37
号
線
拡
張
工
事
及

び
県
道
第
十
白
鳥
線
改
良
工
事
に

伴
い
町
道
の
路
線
の
変
更
が
生
じ

た
た
め
、
道
路
法
第
十
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を

得
ま
し
た
。

●
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て

　

県
道
第
十
白
鳥
線
改
良
工
事
に

伴
い
町
道
の
路
線
の
廃
止
が
生
じ

た
た
め
、
道
路
法
第
十
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を

得
ま
し
た
。

●
名
西
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
百
九
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
名
西
消
防
組
合
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
た
め
議
会
の
議

決
を
得
ま
し
た
。

●
徳
島
県
市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
百
九
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
徳
島
県
市
町
村
議
会
議

員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
た
め
議
会
の
議

決
を
得
ま
し
た
。

●
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
、
消
防
組
織
法
及

び
水
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
地
方

自
治
法
第
二
百
八
十
六
条
第
一
項

及
び
第
二
百
九
十
条
の
規
定
に
よ

り
、
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
た
め

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

●
石
井
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会

が
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
の
う

ち
、
そ
の
部
門
に
属
す
る
当
該
普

通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す

る
も
の
に
つ
き
、
議
会
に
議
案
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
本
規
則
を
改
正
し
ま
し

た
。

●
石
井
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
閉
会
中
に
お

い
て
議
長
が
常
任
委
員
、
議
会
運

営
委
員
、
特
別
委
員
を
選
任
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
本
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

●
悪
臭
発
散
の
防
止
に
対
す
る
請

願
書

　

悪
臭
発
散
の
防
止
に
対
す
る
請

願
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

不
採
択

●
生
活
保
護
の
「
母
子
加
算
」
廃

止
に
反
対
す
る
国
へ
の
意
見
書
を

求
め
る
請
願
書

　

本
年
４
月
１
日
開
所
を
目
標
に
、

社
会
福
祉
法
人
有
誠
福
祉
会
が
施

設
整
備
を
進
め
て
い
た
「
養
護
老

人
ホ
ー
ム
仁
寿
園
」
の
工
事
に
若

干
の
遅
れ
が
生
じ
、
事
業
移
管
は

５
月
１
日
に
変
更
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
工
事
施
工
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
と
の
協
議
が
長
引
い
た

こ
と
が
理
由
で
、
や
む
を
得
な
い

も
の
で
し
た
。

　

今
後
は
円
滑
な
事
業
移
管
に
向

け
て
、
諸
準
備
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
者
が
加
入
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
が
平
成
20
年

４
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。　
　

　

制
度
の
運
営
主
体
と
な
る
徳
島

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
、

２
月
１
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
円
滑
な
制
度
施
行
の

た
め
の
諸
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
の
多
様
な
支
援

ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た

め
の
石
井
町
障
害
者
計
画
・
障
害

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
本
計
画
の
推
進
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

条
例
の
一
部
改
正

人　
　
　
　

事

そ　

の　

他

議
員
提
出
議
案

請　
　
　

願

町
政
の
概
要

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
民
間

移
管
に
つ
い
て

高
齢
福
祉
に
つ
い
て

「
障
害
者
計
画
・
障
害
福

祉
計
画
」
に
つ
い
て
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国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備

局
所
管
補
助
事
業
石
井
駅
・
山
路

線
街
路
新
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

舗
装
工
事
を
残
す
の
み
と
な
り
、

平
成
19
年
度
共
用
開
始
に
向
け
鋭

意
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
道
路
局
所

管
補
助
事
業
と
し
て
幹
線
道
路
の

整
備
を
進
め
て
い
る
町
道
高
33
号

線
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
も
引
き
続
き
、
旧
徳
島
・
鴨
島

線
か
ら
主
要
地
方
道
徳
島
・
吉
野

線
ま
で
の
間
、
施
行
延
長
８
８
６

メ
ー
ト
ル
に
係
る
用
地
取
得
を
、

重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　

農
林
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
も
引
き
続
き
、
県
単
土
地
改
良

事
業
に
よ
り
、
か
ん
が
い
排
水
路

等
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
単
独
事
業
と
し
て
は
、
幹
線

道
路
の
拡
幅
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
に
密
着
し
た
生
活
道
路

の
整
備
と
安
全
・
快
適
な
路
面
確

保
の
た
め
の
良
好
な
維
持
管
理
、

ま
た
、
事
業
効
果
の
大
き
い
排
水

路
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

県
関
係
事
業
の
河
川
改
修
事
業

お
よ
び
道
路
改
良
等
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と

連
絡
を
密
に
し
、
事
業
の
円
滑
な

推
進
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
が
未
来
に
向
け
て
夢
や
希

望
が
持
て
る
学
校
教
育
の
推
進
、

ま
た
学
校
と
地
域
、
家
庭
が
連
携

し
て
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

長
年
関
係
者
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
マ
ル
キ
ン
忠
勇
工
場
跡

地
に
幼
保
一
元
化
施
設
の
建
設

を
計
画
す
る
た
め
基
本
設
計
費

１
０
０
万
円
を
計
上
し
、
庁
内
委

員
会
の
設
置
、
保
育
教
育
方
針
、

計
画
案
を
検
討
し
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
仕

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
乳

幼
児
の
子
育
て
支
援
を
行
う
中
核

的
推
進
拠
点
と
し
て
機
能
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
い
じ
め
」
の
問
題
及
び

「
不
登
校
児
童
生
徒
」
へ
の
き
め

細
か
い
支
援
等
実
行
性
の
あ
る
指

導
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
条
例

改
正
お
よ
び
問
題
を
抱
え
る
子
ど

も
等
の
自
立
支
援
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

教
育
環
境
を
整
備
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
本
年
度
は
高
川
原
小

学
校
北
校
舎
耐
震
改
修
及
び
大
規

模
な
改
造
設
計
業
務
委
託
費
を
計

上
し
、
計
画
的
に
整
備
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
「
放
課
後
子
ど
も

教
室
推
進
事
業
」
と
厚
生
労
働
省

の「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」

を
一
本
化
し
た
新
規
事
業
「
放
課

後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
推
進
す
る

た
め
、
事
業
計
画
を
策
定
し
小
学

校
区
ご
と
の
円
滑
な
運
営
が
で
き

る
よ
う
「
石
井
町
放
課
後
子
ど
も

教
室
等
運
営
委
員
会
」
を
設
置
し

十
分
な
協
力
体
制
の
構
築
を
図
り

な
が
ら
、
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
の
確
保
に
努
め
、
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
を
促
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
第
22
回
国
民
文
化
際
、
と
く

し
ま
２
０
０
７
」
が
、
本
年
10
月

27
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
の
間
に
、

県
内
全
市
町
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
町
で
は
、「
民
俗
芸
能
の
祭
典
・

獅
子
舞
」
を
11
月
３
日
（
文
化
の

日
）
に
、
石
井
中
学
校
体
育
館
で
、

県
外
9
団
体
、
県
内
９
団
体
と
石

井
町
指
定
無
形
文
化
財
の
「
高
川

原
勇
獅
子
」
が
競
演
を
繰
り
広
げ

ま
す
。
町
民
の
祭
典
と
し
て
大
勢

の
観
客
が
楽
し
め
る
内
容
と
運
営

に
取
り
組
み
、全
国
に
む
け
て「
石

井
町
」
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
国
指
定
「
阿
波
国
分
尼

寺
跡
」
史
跡
整
備
事
業
は
、
平
成

11
年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
の
８
年

間
で
本
格
的
な
発
掘
調
査
を
終
え
、

19
年
度
か
ら
は
、
基
盤
整
備
の
造

成
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
体
育
館
整
備
事
業
と
し
て
、

浦
庄
体
育
館
便
所
等
改
修
工
事
設

計
管
理
委
託
料
を
計
上
し
て
お
り
、

老
朽
化
が
目
立
つ
個
所
の
改
善
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
４
年
を
経
過
す

る
「
飯
尾
川
公
園
・
い
し
い
ド
ー

ム
」
の
運
営
、
利
用
状
況
等
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　

１
月
末
ま
で
の
10
カ
月
間
に
お

け
る
利
用
者
総
数
は
、
２
５
７
日

間
で
13
万
５
，
３
１
３
人
で
、
１

日
平
均
に
す
る
と
４
７
８
人
の
利

用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

同
期
間
で
比
較
す
る
と
、
利
用
者

総
数
で
３
，
８
０
７
人
の
増
、
１

日
平
均
で
25
人
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
使
用
料
の
収
入
で
す
が
、

１
月
末
現
在
８
，
６
４
７
万
８
，

２
８
０
円
徴
収
し
て
お
り
、
１
日

平
均
で
33
万
６
，
４
９
１
円
の
収

入
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

同
期
間
と
比
較
す
る
と
、
総
額
で

４
８
７
万
４
，
７
４
０
円
の
増
額
、

一
日
平
均
で
１
万
３
，
９
４
８
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
は
、
灯
油
単
価
の
値
上
り

に
よ
る
燃
料
費
の
増
加
、
機
器
の

耐
用
期
限
に
伴
う
買
い
換
え
お
よ

び
各
種
機
械
修
繕
費
等
の
増
加
が

予
想
さ
れ
財
政
状
況
は
、
厳
し
い

現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
で
は
、
巡
回
送
迎

バ
ス
の
廃
止
、
広
告
費
の
見
直
し

な
ど
、
経
費
削
減
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
の
「
指
定
管

理
者
制
度
」
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
、
健
全
な
運
営
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

建
設
課
関
係
の
事
業
に
つ
い
て

教
育
関
係
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
問
題
行
動

へ
の
対
応
に
つ
い
て

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

「
放
課
後
こ
ど
も
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て

社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て

社
会
体
育
施
設
関
係
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　

「
飯
尾
川
公
園
・
い
し
い

ド
ー
ム
」
の
運
営
・
利

用
状
況
等
に
つ
い
て
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と　

き　

５
月
６
日
ま
で

と
こ
ろ　

石
井
町
石
井
・
地
福
寺

　
　
　
　

お
よ
び
そ
の
周
辺

〔
イ
ベ
ン
ト
〕

４
月
30
日
（
月
曜
日
）

・
写
真
撮
影
会
（
午
後
１
時
〜
３

時
、
小
雨
決
行
・
大
雨
中
止
）

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
午
前
10

時
か
ら
）

５
月
１
日
（
火
曜
日
）

・
元
祖
祭

※
石
井
町
商
工
会

　
　
　
　

℡
６
７
４―

１
２
９
２

対
象
者　
母
子
家
庭
の
母
等
（
Ｄ

Ｖ
で
家
出
を
し
て
い
る
等
で
事
情

に
よ
り
離
婚
の
届
出
を
行
っ
て
い

な
い
者
を
含
む
）
で
あ
っ
て
就
業

と
自
立
に
意
欲
の
あ
る
者

と
こ
ろ　
県
立
総
合
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

受
講
料　
無
料

　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

講
座
科
目

調
理
師

と
き　

５
月
15
日
〜
６
月
27
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

申
込
締
め
切
り　

５
月
７
日

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

と
き　

６
月
３
日
〜
９
月
30
日

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
締
め
切
り　

５
月
21
日

第
１
回
就
職
準
備
・
離
転
職
セ
ミ

ナ
ー

と
き　

５
月
15
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
㈶
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会　
　
　

℡
６
５
４―

７
４
１
８

　

た
と
え
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
て

も
、
暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ま

に
も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
に
は
身
体
的
暴
力
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
・
経
済
的
・
性
的
な

事
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は

振
る
う
側
が
悪
い
の
で
す
。
あ
な

た
の
我
慢
や
努
力
で
治
ま
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で
苦

し
ま
な
い
で
、
勇
気
を
出
し
て
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

相
談
機
関

徳
島
県
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
６
２
３―

８
１
１
０

県
警
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
６
５
３―

９
１
１
０

※
人
権
教
育
課

　
　
　
　

℡
６
７
５―

７
５
０
５

募
集
種
目
／
資
格

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込

み
を
含
む
））

・
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
は
28

歳
未
満
の
者
（
海
上
技
術
幹
部
候

補
生
志
願
者
は
理
学
修
士
、
工
学

修
士
の
学
位
取
得
者
に
限
る
）

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

歯
科

・
20
歳
以
上
30
歳
未
満
で
、
大
学

で
歯
学
の
課
程
を
修
め
た
者
（
見

込
み
含
む
）

薬
剤
科

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
で
、
大
学

で
薬
学
の
課
程
を
修
め
た
者
（
見

込
み
含
む
）

・
薬
学
修
士
の
学
位
取
得
者
は
28

歳
未
満
の
者

受
付
期
限

５
月
11
日
（
金
）
締
切
日
必
着

試
験
期
日

・
一
次　

５
月
19
日
・
20
日

（
20
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

・
二
次　

６
月
19
日
〜
21
日

※
自
衛
隊
鴨
島
地
域
事
務
所

℡
０
８
８
３―

２
４―

７
０
０
８

　
『
広
報
い
し
い
』
を
は
じ
め
と

す
る
石
井
町
が
行
う
広
報
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
た
め
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
い

た
だ
く
『
広
報
モ
ニ
タ
ー
』
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
町
内
に
住
む
18
歳
以

上
の
方

募
集
人
員　
10
名
程
度

活
動
内
容　
『
広
報
い
し
い
』
発

行
の
翌
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
期
間　

　
　
　
　
７
月
１
日
〜
３
月
31
日

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
企
画
財
政
課
『
広
報
モ
ニ

タ
ー
係
』
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
付
し
ま
す
。

申
込
期
限　
５
月
31
日
（
木
）

※
企
画
財
政
課

〒
７
７
９―

３
２
９
５

企
画
財
政
課「
広
報
モ
ニ
タ
ー
係
」

　
　
　
　

℡
６
７
４―

７
５
０
１

試
験
の
区
分　
行
政
事
務
／
税
務

／
機
械
／
土
木
／
林
業
／
皇
宮
護

衛
官
／
刑
務
官
／
入
国
警
備
官

＊
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
「
試

験
の
区
分
」
は
１
つ
に
限
る

受
験
資
格　
昭
和
42
年
４
月
２
日

お 知 ら せ

imformation

催
し
・
講
習

藤
ま
つ
り
開
催
中

昨年の地福寺の藤

就
業
支
援
講
習
会

相　
　

談

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力

募

集

平
成
19
年
度
自
衛
官
募
集

広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

広報誌づくりにあなたの力を
　　　　　　　お貸しください！

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選

考
試
験
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）
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〜
昭
和
53
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

者受
付
期
間

　
　
　
　

６
月
26
日
〜
７
月
３
日

試
験
日

第
１
ス
テ
ー
ジ　

９
月
９
日

（
試
験
問
題
は
、
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
問
題
と
な
り
ま
す
。
）

第
２
ス
テ
ー
ジ
は
各
府
省
で
実
施

し
ま
す
。

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
５
月
中
旬

配
布
予
定
の
受
験
案
内
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.jinji.
go.Jp/)

に
も
詳
細
方
法
が
順
次

掲
載
さ
れ
ま
す
。

※
人
事
院
四
国
事
務
局

℡
０
８
７―

８
３
１―

４
７
６
５

　

石
井
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員

が
増
員
と
な
り
、
新
井
七
重
さ
ん

が
新
た
に
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
町
の
行
政
相
談
所
は
、
毎

月
第
４
火
曜
日
（
９
時
〜
12
時
）

に
石
井
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
設
し
て
い
ま
す
。
行
政
に
関
す

る
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
行
政
相
談
に
対
す
る
ご
質
問

住
民
課　

℡
６
７
４―

１
１
１
４

住
所　

浦
庄
字
国
実
５
０
１

　
　
　

℡
６
７
４―

５
８
１
８

吉
野
川
市
か
ら
の
申
出

石
井
町
民
の
方
が
吉
野
川
市
斎
場

で
火
葬
を
利
用
す
る
場
合
、
平
成

19
年
４
月
１
日
か
ら
は
午
前
中

（
午
前
９
時
か
ら
正
午
出
棺
ま
で
）

の
み
、
火
葬
業
務
の
受
付
を
い
た

し
ま
す
。

※
福
祉
生
活
課

　
　
　
　

℡
６
７
４―
１
１
１
６

※
住
民
課

　
　
　
　

℡
６
７
４―
１
１
１
４

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
３

歳
未
満
の
乳
幼
児
の
養
育
者
に
対

す
る
児
童
手
当
の
額
が
、
第
１
子

お
よ
び
第
２
子
に
つ
い
て
倍
増
し
、

出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
月

１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児

童
手
当
の
額
、
支
給
対
象
年
齢
お

よ
び
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て

は
、
現
行
ど
お
り
で
す
。

【
０
歳
以
上
３
歳
未
満
の
児
童
の

養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当
】

（
現
行
）

第
１
子
、
第
２
子　

月
額
５
千
円

第
３
子
以
降　
　
　

月
額
１
万
円

（
改
正
後
）

第
１
子
、
第
２
子

　
　
　
　
　
月
額
１
万
円（
倍
増
）

第
３
子
以
降

　
　

月
額
１
万
円（
現
行
ど
お
り
）

【
３
歳
以
上
（
現
行
ど
お
り
）】

第
１
子
、
第
２
子　

月
額
５
千
円

第
３
子
以
降　
　
　

月
額
１
万
円

◎
今
回
の
改
正
で
は
受
給
者
か
ら

手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
福
祉
生
活
課

　
　
　
　

℡
６
７
４―

１
１
１
６

　

平
成
19
年
度
の
労
働
保
険
の
更

新
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
分
の
確
定
保
険
料

と
、
平
成
19
年
度
分
概
算
保
険
料

の
申
告
・
納
付
手
続
き
を
、「
労

働
保
険
確
定
・
概
算
保
険
料
申
告

書
」
に
よ
り
５
月
21
日
（
月
）
ま

で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
徳
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　
　

℡
６
５
２―

９
１
４
３

　

中
小
企
業
に
お
い
て
退
職
金
制

度
を
設
け
た
い
場
合
は
、
安
全
・

確
実
・
有
利
な
国
の
退
職
金
制
度

「
中
退
共
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
中
退
共
事
業
本
部

℡
０
３―

３
４
３
６―

０
１
５
１

　

預
金
保
険
制
度
に
よ
り
、
当
座

預
金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預

金
等
は
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。
定

期
預
金
や
利
息
つ
き
の
普
通
預

金
な
ど
は
、
金
融
機
関
ご
と
に

預
金
者
１
人
当
た
り
、
元
本
１
，

０
０
０
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
等

が
保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
超
え

る
部
分
は
、
破
た
ん
し
た
金
融
機

関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て
支
払

わ
れ
ま
す
。
日
本
郵
政
公
社
は
、

平
成
19
年
10
月
か
ら
郵
便
貯
金
銀

行
と
な
り
、
預
金
保
険
の
対
象
金

融
機
関
と
な
る
予
定
で
す
。

　

各
財
務
局
等
ま
た
は
金
融
機
関

窓
口
に
て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
預
金
保
険
機
構

℡
０
３―

３
２
１
２―

６
０
２
９

　

石
井
町
内
の
児
童
は
不
審
者
対

策
と
し
て
、
笛
や
防
犯
ブ
ザ
ー
を

持
参
し
通
学
し
て
い
ま
す
。

　

通
学
中
に
不
審
者
か
ら
声
か
け

等
が
あ
り
、
笛
や
ブ
ザ
ー
の
音
を

聞
か
れ
た
方
は
、
現
場
ま
で
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
補
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
６
７
４―

７
４
７
４

　

６
月
１
日
、
商
業
統
計
調
査
が

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
卸
売

業
、
小
売
業
を
営
む
全
て
の
事
業

所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

経
済
産
業
省　

徳
島
県　

石
井
町

※
企
画
財
政
課

　
　
　
　

℡
６
７
４―

７
５
０
１

➡

吉
野
川
市
斎
場
に
つ
い
て

暮

ら

し

行
政
相
談
委
員
に

　
　

新
井
七
重
さ
ん

児
童
手
当
が
拡
充
し
ま
し
た

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

退
職
金
づ
く
り
は
「
中
退
共
」

預
金
保
険
制
度
っ
て
な
に
？

不
審
者
対
策
に
ご
協
力
を
！

商
業
統
計
調
査
は
６
月
１
日
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老
人
医
療
費
が
増
大
す
る
中
、

現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担

を
明
確
化
し
公
平
で
分
か
り
や
す

い
医
療
保
険
制
度
に
す
る
た
め
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
者

　

老
人
保
健
制
度
と
同
じ
で
、
75

歳
以
上
の
高
齢
者
と
65
歳
以
上
75

歳
未
満
の
一
定
以
上
の
障
害
を
有

す
る
方
で
す
。

▼
制
度
の
運
営

　

徳
島
県
の
す
べ
て
の
市
町
村
が

加
入
す
る
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
、
保
険
料
決
定
、

賦
課
決
定
、
医
療
費
の
支
給
等
の

事
務
を
行
い
ま
す
。

▼
自
己
負
担
割
合

　

自
己
負
担
は
老
人
保
健
制
度
と

同
じ
で
一
般
の
方
は
１
割
、
現
役

並
所
得
が
あ
る
方
は
３
割
負
担
と

な
り
ま
す
。

▼
保
険
証

　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
は
今

ま
で
ど
お
り
健
康
保
険
証
と
老
人

医
療
受
給
者
証
を
使
用
し
て
下
さ

い
。
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
は

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

使
用
し
て
下
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

は
対
象
者
に
対
し
徳
島
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
よ
り
今
年
度

中
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
保
険
料

　

保
険
料
は
広
域
連
合
ご
と
で
決

め
ま
す
。
徳
島
県
で
均
一
の
保
険

料
率
に
な
り
ま
す
。
家
族
の
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
の
方
も
保
険
料

を
負
担
し
ま
す
。
具
体
的
な
保
険

料
の
額
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
決
定

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
保
険
料
の
納
付
方
法

①
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

②
口
座
振
替
等
（
普
通
徴
収
）

　

介
護
保
険
と
同
様
に
、
年
額

18
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者
が
年

金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保

険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
年

金
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は

特
別
徴
収
さ
れ
ず
普
通
徴
収
と
な

り
ま
す
。

※
長
寿
社
会
課

　
　
　
　

℡
６
７
４
︱
６
１
１
１

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震
源

に
近
い
観
測
点
で
地
震
を
検
知
し
、

直
ち
に
震
源
や
地
震
の
規
模
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）、
各
地
の
震
度

な
ど
を
推
定
し
、
大
き
な
揺
れ
が

迫
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
を
目
指
す
情
報
で
す
。
こ

の
情
報
を
聞
い
て
、
大
き
な
揺
れ

が
始
ま
る
前
に
防
災
行
動
を
と
る

こ
と
に
よ
り
、
地
震
被
害
の
軽
減

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
緊
急
地
震
速
報
に
は
、

情
報
の
提
供
か
ら
大
き
な
揺
れ
が

始
ま
る
ま
で
は
長
い
場
合
で
も
数

十
秒
程
度
で
あ
り
、

①
震
源
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、

情
報
の
提
供
が
主
要
動
の
到
達
に

間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
。

②
震
源
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、

震
度
等
の
推
定
の
精
度
が
十
分
で

な
い
場
合
が
あ
る
。

③
ま
れ
で
は
あ
る
が
ノ
イ
ズ（
雷

や
事
故
な
ど
）

に
よ
り
誤
報
が
発
信
さ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
、
な
ど
の
技
術
的
な
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
緊
急
地
震
速
報

の
提
供
に
伴
う
事
故
や
混
乱
を
防

止
し
つ
つ
、
地
震
に
よ
る
被
害
を

少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、
平
成

18
年
８
月
１
日
か
ら
現
時
点
に
お

い
て
も
緊
急
地
震
速
報
を
混
乱
な

く
利
用
で
き
る
分
野
へ
の
先
行
的

な
情
報
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
関
係
機
関
と
協
力
し

て
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で
放
送

し
て
い
た
だ
く
際
の
具
体
的
な
表

現
や
、
住
民
の
み
な
さ
ま
が
緊
急

地
震
速
報
を
受
信
し
た
と
き
に
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か
と

い
う
「
心
得
」
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
十

分
な
周
知
・
広
報
を
行
っ
た
上
で
、

平
成
19
年
中
に
も
広
く
一
般
へ
の

情
報
提
供
を
開
始
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
の
詳
細
な
ど
に

つ
い
て
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
徳
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　
　
　
　

℡
６
２
６
︱
０
６
７
６

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

http://w
w

w.jm
a.go.jp

老
人
保
健
制
度
が
『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
に
変
わ
り
ま
す

あ
な
た
を
守
る

緊
急
地
震
速
報
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〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

っ
て
な
に
？
〜

　

み
な
さ
ん
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
っ
て
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
最
近
で
は
テ

レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
一

度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
健
康
メ
モ
で
は
、「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
っ
て

な
に
？
」
と
い
う
こ
と
で
、
ど
の

よ
う
な
状
態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
の
か
を
お
話

し
し
ま
す
。

★
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
＝
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」

　

か
ら
だ
の
ど
の
部
分
に
脂
肪
が

つ
く
か
に
よ
っ
て
、
肥
満
は
図
①

の
と
お
り
、
２
つ
の
タ
イ
プ
に
分

か
れ
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
に
影
響
を

与
え
、
特
に
注
意
が
必
要
な
の
が

内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
リ
ン
ゴ
型
）

で
す
。
内
臓
脂
肪
型
肥
満
が
疑
わ

れ
る
基
準
と
し
て
、
ウ
エ
ス
ト
径

（
へ
そ
ま
わ
り
径
）
の
測
定
が
用

い
ら
れ
、
男
性
85
セ
ン
チ
以
上
・

女
性
90
セ
ン
チ
以
上
が
要
注
意
で

す
。
ウ
エ
ス
ト
径
の
測
り
方
は
、

図
②
の
と
お
り
で
す
。

★
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
診
断
基
準
（
表
①
）

　

上
記
の
よ
う
に
、
ウ
エ
ス
ト
径

が
基
準
を
上
回
っ
て
い
れ
ば
（
必

須
項
目
）
内
臓
脂
肪
型
肥
満
が
疑

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
表
①

の
３
項
目
（
選
択
項
目
）
か
ら
２

つ
以
上
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

診
断
さ
れ
ま
す
。

　

次
回
健
康
メ
モ
で
は
、「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
放
置

す
る
と
ど
う
な
る
？
」
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま
す
。

　図②　ウエスト径（へそまわり径）の
　　　　測り方
両足をそろえて立ち、
両腕は体の横に
自然に下げる。
　
体の力を抜き、
普通の呼吸で息を
はいた終わりに
おへその高さ
（点線部分）の
腹囲を測る。
　
正確な計測を
行うために
下着はつけない
状態で。
（洗濯ばさみ
などで服を巻き上げてもよい。）

図①　肥満のタイプ

リンゴ型内蔵脂肪肥満

洋ナシ型皮下脂肪肥満

表①　メタボリックシンドロームの診断基準

必須項目
内臓脂肪蓄積ウエスト周囲径　　男性≧ 85㎝
　　　　　　　　　　　　　　　女性≧ 90㎝

（内臓脂肪面積　男女とも≧ 100c㎡に相当）

選択項目
（これらの
項目のうち
2 項目以上）

高トリグリセリド（中性脂肪）血症≧ 150㎎ /dL
かつ／または低HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血症＜ 40㎎ /dL
収縮期（最大）血圧≧ 130mmHg
かつ／または拡張期（最小）血圧≧ 85mmHg
空腹時血糖値≧ 110㎎ /dL

※ CT スキャンなどで内蔵脂肪量測定
を行うことが望ましい。
※ウエスト周囲径は立ったまま、軽く
息を吐いた状態でへそまわりを測定
する。
※高トリグリセリド（中性脂肪）血症、
低 HDL コレステロール血症、高血圧、
糖尿病に対する薬剤治療を受けてい
る場合は、それぞれの項目に含める。

　

榎
本　

猪
之
助　

さ
ん（大

万
）

明
治
40
年
２
月
26
日
生
ま
れ

　

め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら
れ

た
榎
本
さ
ん
に
長
寿
の
お
祝
い

と
し
て
、
県
か
ら
祝
い
状
と
記

念
品
、
町
か
ら
は
祝
い
金
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
、
お
元
気
で
お

過
ご
し
下
さ
い
。

祝
百
歳

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
①

健康メモ

祝
百
歳
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平
成
19
年
１
月
16
日
・
17
日

に
東
京
都
内
で
行
わ
れ
た
第
47

回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大

会
で
、
石
井
小
学
校
が
交
通
安

全
優
良
校
と
し
て
交
通
栄
誉
章

緑
十
字
章
を
全
国
51
校
の
代
表

と
し
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
行
っ
て
い
る
交
通

安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。　
　

皆
さ
ん
も
交
通
安
全
に
心
が
け
、

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

保
育
園
で
遊
ぼ
う
♪

　

お
う
ち
で
い
る
お
子
さ
ん
を
対

象
に
し
た
あ
そ
び
の
広
場
で
す
。

　

親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？

と　

き　

毎
週
火
・
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

さ
く
ら
保
育
園
・
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
６
７
５―

０
９
８
０

☆
他
の
曜
日
も
楽
し
い
こ
と
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

○に入る言葉は何でしょう。
【問１】　平成 20 年４月１日から○○高齢者医療制度がはじまります。
【問２】　広報事業にご意見・ご提言をいただくため広報○○○○を募集
　　　　します。

☆ .。.:*・°☆ .。.:*・°☆ .。.:*・°☆ .。.:*・°☆ .。.:*・°☆ .。.:*・°☆ .。.:*・°

ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により 5月 31日（木）
役場必着でご応募下さい。抽選で 10名の方に1,000円の図書カードを進呈します。
また、クイズの答えの後にイラスト・俳句・教えて欲しい事など、どんどん書いて応募してくださいね。

1月号の当選者（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 1 月号の答え「①１５　②６１７」
林彰二、宮前香（石井）、下窪美香（大万）、高瀬静香（下浦）、胡桃朱里、胡桃好伸（中須）、後藤サダ子、
上田まなみ（東高原）、武知君子（中島）、岡崎純子（高畑）

※　記載例
【問１】 −○○
【問２】 −○○○○
住所・氏名（フリガナ）・
年齢（または学年）
イラスト・俳句など

図書カードを当てよう！広報クイズ

みんなのページだよ！

イ
ラ
ス
ト
紹
介

黒
の
油
性
ペ
ン
で
書
い
て
ね
！

笹
田　

加
代
子
さ
ん
（
桑
島
）

長
井　

史
子
さ
ん
（
石
井
）

図書カードを当てよう！広報クイズ

石井小学校が交通栄誉賞受賞 ふれあい広場

井
上　

詩
苑
さ
ん
（
重
松
）
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暖
冬
も

　

春
か
ら
冬
へ

　
　

繰
り
返
し

　

春
一
番
荒
れ

　
　

八
甲
雪
崩

　

後
藤
カ
ツ
ヱ
さ
ん
（
東
高
原
）

冬
の
海

　

波
打
ち
際
を

　
　

ゆ
っ
く
り
と

　

君
の
手
の
ひ
ら

　
　

貝
殻
ひ
と
つ

　

中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
浦
）

誕
生
日

　

花
束
胸
に

　
　

お
目
出
度
う

　

や
さ
し
き
孫
に

　
　

頭
さ
が
る
る

　

美
馬
ト
シ
子
さ
ん
（
下
浦
）

祈
り
こ
め

　

神
火
大
祭

　
　

も
え
さ
か
る

炎
を
み
つ
め
て　

　
　

福
を
さ
ず
か
る

　

中
山　

幸
子
さ
ん
（
関
）

時
季
は
ず
れ

　

春
雷
と
ど
ろ
き

　
　

不
吉
な
る

　

異
常
気
象
の

　
　

発
来
き
ざ
し
か

　

井
上　

澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

冬
温
し

　

柊
香
る

　
　

木
立
か
な

　

野
口　

直
之
さ
ん
（
重
松
）

正
月
や

　

年
賀
や
カ
ル
タ

　
　

鍋
囲
み

　

山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
浦
）

年
の
数

　

節
分
の
豆

　
　

喰
え
る
か
な

　

喜
多　
　

盛
さ
ん
（
石
井
）

暖
冬
で

　

野
菜
暴
落

　
　

農
家
泣
く

　

大
谷　

善
子
さ
ん
（
関
）

古
稀
の
春

　

ド
ー
ム
の
友
と

　
　

旅
じ
た
く

　

松
島　

秀
子
さ
ん
（
石
井
）

音
読
し

　

脳
の
錆
取
り

　
　

頑
張
っ
て

　

浦
山　

操
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

俳
句
読
み

　

友
の
近
況

　
　

良
く
わ
か
る

　

武
知　

君
子
さ
ん
（
中
島
）

今
目
覚
め

　

一
期
一
会
の

　
　

人
と
な
り

　

泉　
　

史
子
さ
ん
（
下
浦
）

働
く
尊
さ

　

ク
イ
ズ
で
知
る

　
　

最
低
賃
金

　

遠
藤
喜
美
代
さ
ん
（
石
井
）

●
ハ
ガ
キ
で

　

◆
広
報
ク
イ
ズ

　

◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　

◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

　
　
油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

　
　

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　

◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　

◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

　
　

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　

◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介（
３
歳
前
後
・

　
　

写
真
、
コ
メ
ン
ト
を
同
封
し

　
　

て
く
だ
さ
い
）

　

◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
を
飾
る

　
　

写
真
（
未
発
表
作
に
限
り
ま

　
　
す
）

　

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら

ず
書
い
て
郵
便
で
お
送
り
下
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

高
川
原
字
高
川
原
一
二
一—

一

石
井
町
役
場

　
　
　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

〒 779-3295

短
歌
・
俳
句

　
　

川
柳
紹
介

短
歌
・
俳
句

　
　

川
柳
紹
介

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
！

伊藤　藍　ちゃん（平成17年 9月 26日生まれ）
パパ正樹さん・ママ清子さん（西覚円）

応　
募　
方　
法

我が家のスマイル
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問い合わせ先
第 22 回国民文化祭石井町実行委員会事務局 石井町教育委員会　社会教育課内

tel　674−7505　fax　674−8868
主　催　文化庁　徳島県　徳島県教育委員会　石井町　石井町教育委員会  
　　　　第 22 回国民文化祭徳島県実行委員会　第 22 回国民文化祭石井町実行委員会

第２２回国民文化祭・とくしま２００７

民俗芸能の祭典『獅子舞』
サーサ、トントコ
　　　　　しし舞いおどれ !!

日　時：平成 19 年 11 月 3 日（土）文化の日
　　　　午前 10 時から午後 4 時まで
場　所：石井中学校体育館

生田神社獅子頭保存会
( 兵庫県 )

藤白の獅子舞保存会
( 和歌山県 )

二条獅子連
( 香川県 )

本海番楽猿倉講中
( 秋田県 )

岩井地区伝統文化こども教室
( 鳥取県 )

東かがわ市白鳥虎頭舞保存会
( 香川県）

［県外出演団体］
本海番楽猿倉講中 ( 秋田県 )、藤白の獅子舞保存会 ( 和歌山県 )、岩井地区伝統文化こども教室 ( 鳥
取県 )、岩国行波の獅子舞保存会 ( 山口県 )、東かがわ市白鳥虎頭舞保存会 ( 香川県）、香川県二条
獅子連 ( 香川県 )、生田神社獅子頭保存会（兵庫県）

［県内出演団体］
宿毛谷獅子舞保存会 ( 鳴門市 )、森藤獅子舞保存会 ( 吉野川市 )、八幡獅子太鼓保存会 ( 三好市 )、
阿川芸能獅子舞保存会 ( 神山町 )、夏子獅子舞 ( 美馬市 )、広棚獅子連 ( 美馬市 )、足代小学校 ( 東
みよし町 )、桧獅子舞保存会 ( 鳴門市 )、那東獅子保存会 ( 板野町 )、高川原勇獅子 ( 石井町 )

［特別出演団体］
神戸市立兵庫商業高校「龍獅團」( 兵庫県 )、「獅子の展示」三木町大獅子（香川県）

獅子舞の演技のほか、パネル写真展や高川原幼稚園児による獅子舞、獅子の展示も行います。
皆さんのご来場をお待ちしています。

全国各地の獅子舞が競演します。


